
ま　え　が　き

　日本語教育の発展に大きく貢献された小出詞子先生の古稀をお祝いする会が発端と
なり、1992 年に小出記念日本語教育研究会が発足しました。研究会は、日本語教育
界で教育・研究に携わる者が、研鑽を発表する場、学問上・教育上の蓄積に触れる場
として 30 年間活動を続け、2022 年 4 月 1 日より小出記念日本語教育学会となりまし
た。本学会は「現場と研究が一体となってこそ日本語教育の進展がある」という小出
先生のお考えに基づき、現場からの研究成果の共有および、理論を追究する研究者か
ら現場への提案の場を構築することを目的としています。
　本論文集 33 号には、研究論文 4 本、研究ノート 1 本の計 5 本の投稿論文が掲載さ
れました。5 本はいずれもある特定の母語話者が対象であり、日本語使用コーパスや
データベース、自身が収集したデータを分析した研究で、非常に興味深い結果となっ
ています。投稿数は過去最多の 32 本、採択率は 15.6%と非常に厳しかったように見
えます。ですが、実際には、投稿時の不備や音信不通なども多く、残念ながら不受
理・不採用となった投稿も過去最多となりました。会員の皆さまには、投稿規定に従
い、チェックリストを丁寧に確認したうえで投稿し、投稿後は迷惑メールボックスも
含めてメールをご確認いただけますと大変ありがたく存じます。
　また、本誌には第 33 回年次大会の報告も掲載されています。2025 年度第 34 回年次
大会は、6 月 28 日（土）にオンラインにて開催されます。皆さまのご参加を心より
お待ちしております。
　なお、本誌はこの 33 号より電子媒体のみでの発行となりました。発行形態の移行
に伴い、クリエイティブ・コモンズ・ライセンスの導入の検討を進めています。また、
これを機に投稿規定の大幅な見直しを行いました。ご投稿の際には、学会サイトより
最新版の投稿規定および投稿用テンプレートを用いるようにしてください。新たな知
見を示し、日本語教育への貢献が認められる論文が数多く投稿されることを期待して
います。特に、日本語教育の現場に基づいた研究の成果、および、教育実践系の論文
や会員への啓発に繋がる実践報告を歓迎します。
　今後も本学会が日本語教育の「現場」での実践に貢献できる場となるよう、皆さま
のご協力をお願いいたします。
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小出記念日本語教育学会

編集委員会
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